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ＳＮＰｓ等の計測・解析機器技術の
開発

DNA 
Chip

診断や薬剤反応性予測に
役立つDNAチップ、プロテ
インチップ等の開発

個人差に応じた最適
な処方の実現

原因となるSNPs・ﾏｲｸﾛｻﾃﾗｲﾄ等
の探索や解析方法・ﾂｰﾙの開発

診療所・病院における
投薬前検査・診断

安価で簡便な解
析システムの開

発

他省庁との連携によ
り

既存のデータ・要素
技術を最大限活用

○薬物治療における
・投薬量調節 ・代替薬
への変更

○治験における
・有害事象の未然防止
等

医薬品の投与

薬効発現に個人差
薬効発現に個人差

副作用発現に個人差
副作用発現に個人差

ＳＮＰｓ等の遺伝子発現データの探索・解析

ヒトゲノムテーラーメイド研究の成果に基づいた革新的な
解析技術や新薬の創出による国際競争力強化

ヒトゲノム解析、
解析技術

ヒトゲノム成果
の応用研究

ヒトゲノム成果
の応用研究

応用の方向性

○疾患関連遺伝子を利用
した診断、治療技術

○疾患関連遺伝子をター
ゲットにした創薬

○薬効関連の遺伝子の利
用（代謝、トランス
ポーター）による有効
性、安全性の向上

新薬シーズの創出

期待される成
果

現 状

 

 

 

培養細胞

薬用植物 霊長類

遺伝子 ヒト組織

生
物
資
源
研
究

目的：培養細胞や実験動物等の生物資源を整備し、厚生労働科学研究を推進する。
第3期科学技術基本計画においても、生物資源の整備がライフサイエンス研究を支える基盤として、戦略重

点科学技術の一項目とされている。

平成19年度は、全体を整備。

基盤を整備し、成果を創薬や新規
医療技術などへの橋渡し研究・実
用化研究へ活用する。

○生物資源研究のモデル動物部分の拡充
動物開発施設において、更にがん、心筋梗塞、脳卒中、認知症等

の領域で開発が望まれる新規の疾患モデル動物の開発を推進する。
○創薬モデル動物データベースの構築

開発した疾患モデル動物を創薬研究に有効に活用するために、
当該疾患モデル動物の創薬用途での有用性を国立研究機関等で
検証し、それらの情報を含むデータベースを指定研究にて開発する。

平成20年度

実験動物

【期待される成果】
製薬業界や臨床現場におけるニーズ及び厚生労

働行政に関連する分野におけるニーズを踏まえた
生物資源を拡充することにより、創薬や新規医療技
術への寄与が期待できる。

生物資源・創薬モデル動物研究（継続）生物資源・創薬モデル動物研究（継続）

○○iPSiPS細胞による創薬スクリーニングモデル細細胞による創薬スクリーニングモデル細

胞の構築に関する研究胞の構築に関する研究
薬効評価を行うスクリーニング系となるiPS細

胞による病態モデル細胞を患者等の細胞から
構築する。

平成21年度

新たな創薬モデルへの可能性
「ヒトiPS細胞の登場」

 


